
今月の主な内容
●人権啓発講演会
●宿毛へんろ道ウォーク
●文教センターだより

人のうごき
（20．10．1 現在）

世帯数�10,113� 6
人　口�23,554� －4
 （男）� 11,094� －3
 （女）� 12,460� －1

9 月 中 の
異動状況

出生�19
死亡�12
転入�34
転出�45

 
・・・・・・・・・・・・・・・・8

・・・・・・・・・・9
・・・・・・・18～19

１０月１１～１３日に市内各地で舞踊パレードやダンスイベント、スポーツ大会などが行なわれました。
１２日夜の花火大会も大勢の人でにぎわい、秋の夜風に吹かれながらの花火の鑑賞となりました。

市民祭宿毛まつり2008
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②

※
メ
ー
ル
記
載
内
容

本
人
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生

年
月
日
・
現
住
所
・
電
話
番
号

及
び
、
保
護
者
の
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
・
住
所
・
電
話
番
号

メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
の
方
に
は
、

確
認
の
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。

申
込
締
切
　

　
平
成
２０
年
１２
月
２２
日
（月）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
（
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
内
）

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
✉gakusyuu@

city.sukum
o.kochi.jp

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
開
催

　
借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
、

多
重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
い
悩
ん

で
い
る
方
を
対
象
と
し
た
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１６
日
（日）

　
１１
時
〜
１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
３０
分
程
度

対
　
応

　
高
知
弁
護
士
会

　
高
知
県
司
法
書
士
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
高
知
県
文
化
環
境
部
県
民
生
活
・

　
男
女
共
同
参
画
課

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

９
６
５
３

・
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
区

の
代
表
者
や
そ
の
土
地
の
管
理
者

に
管
理
・
清
掃
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
他
の
地
区
の
方
が
そ
こ

に
ご
み
を
出
す
と
迷
惑
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
居
住
す

る
地
区
の
定
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
理
的
な
問
題
等
で
他
所
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し
て
い
る
方

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

市
営
住
宅
及
び
県
営
住
宅
入
居

者
募
集

募
集
団
地

・
片
島
東
団
地
（
片
島
）

　
２
戸
　
２
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
県
営
住
宅
宿
毛
団
地
（
平
田
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
１１
月
１９
日
（水）
〜
２７
日
（木）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
受
付
期
間

　
１１
月
２５
日
（火）
〜
２７
日
（木）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成
２１
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
平
成
２１
年
１
月
１１
日
（日）

　
受
　
　
付

　
　
１２
時
３０
分
〜
１３
時
２０
分
　

　
式
　
　
典

　
　
１３
時
３０
分
〜

　
記
念
撮
影

　
　
１４
時
〜

　
交
流
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
１５
時
〜
１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

昭
和
６３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
宿
毛
市
に
住
民
票
の
あ

る
方
も
し
く
は
父
母（
保
護
者
）

の
住
所
が
宿
毛
市
に
あ
る
方

申
込
方
法

・
平
成
２０
年
１１
月
２０
日
現
在
宿
毛

市
に
住
民
票
の
あ
る
方
に
は
、

往
復
は
が
き
で
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

・
宿
毛
市
に
住
民
票
の
な
い
方
は
、

電
話
及
び
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

宿毛駅東分譲地のご案内
宿毛都市計画事業宿毛駅東地区土地区画整理事業の「保
留地」１４区画（平成２０年１０月１日現在）を分譲しています。

【問い合わせ先】　建設課都市計画係　蕁６３－１１２０

情

報

コ

ー

ナ

ー

11月

霜  月
November



有料広告

広報すくも  2008.11③

福祉タクシー
シルバーサービス
福祉タクシー
シルバーサービス
福祉タクシー
シルバーサービス

◎お気軽にお電話して下さい。営業所：宿毛市高砂（谷口 和哉）

6 5－0 8 0 06 5－0 8 0 0
安全・親切・低料金！安全・親切・低料金！安全・親切・低料金！ 車いす可

日
曜
・
遺
言
等
公
証
法
律
相

談
の
ご
案
内

開
催
日

　
１１
月
１６
日
（日）

時
　
間

　
９
時
〜
１７
時
（
一
組
約
５０
分
）

場
　
所

　
中
村
公
証
役
場

（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―

３
―

７
　

第
一
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

相
談
内
容

遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う

養
育
料
・
財
産
分
与
・
年
金
分
割
、

高
齢
者
等
の
財
産
管
理
　
な
ど

相
談
担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

相
談
料

　
無
　
料

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
平
日
に

事
前
の
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
公
証
役
場

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
７
２
８

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

〜
一
人
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
〜

　
１１
月
２５
日
（火）
〜
１２
月
１
日
（月）
は
、

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　
県
内
で
も
、
犯
罪
に
よ
っ
て
尊

い
命
が
奪
わ
れ
た
り
、
身
体
や
財

産
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て
苦

し
ん
で
い
る
方
が
い
ま
す
。
ま
た
、

心
に
深
い
傷
を
負
っ
た
り
、
医
療

費
の
負
担
や
仕
事
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
で
経
済
的
に
困
窮
し
た
り
、

周
囲
の
無
責
任
な
噂
や
マ
ス
コ
ミ

の
取
材
等
で
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
り
と
、
被
害
後
に
生
じ

る
様
々
な
問
題
に
も
苦
し
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
犯
罪

を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、
犯
罪

で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
や
そ
の

ご
家
族
が
、
再
び
平
穏
で
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
地
域
で
継

続
的
な
支
援
や
見
守
り
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
の

精
神
的
ケ
ア
、
困
っ
て
い
る
こ
と

を
解
決
す
る
た
め
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
電
話
、

面
接
相
談
の
ほ
か
、弁
護
士
や
臨
床

心
理
士
に
よ
る
専
門
相
談
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
8
漁
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
２０
年
１１
月
１
日
に
漁
業
セ

ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
日
本
の
水

産
行
政
施
策
の
推
進
の
た
め
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計

調
査
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

　
も
し
、
あ
な
た
や
周
り
の
方
が

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
い
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
５
４
―

７
８
６
７

　
平
日
　
１０
時
〜
１６
時

不
動
産
無
料
相
談

〜
土
地
・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
方
へ
〜

　
高
知
県
宅
建
協
会
の
専
任
相
談

員
が
、
苦
情
の
受
付
だ
け
で
は
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
不
動
産
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
も
相
談
業
務
を
行
い
、

住
ま
い
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相

談
に
誠
意
を
も
っ
て
お
答
え
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１１
日
（火）
　
１３
時
〜
１６
時

場
　
所

　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

譖
高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
幡
多
支
部

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

１
５
２
０

公
共
下
水
道
 

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

宿
毛
市
水
道
課
 
蕁
6
3
｜

1
0
0
9

さつまいもの栽培農家募集
　すくも夢いっぱい会の大きな夢でありました「宿毛の
いも焼酎製造」が、市内の有志の方々の努力で宿毛で出
来ることになりました。さつまいもを安定して供給する
と共に遊休農地の復元活用、農家所得の向上に繋げたい
と考えています。いも栽培農家で「宿毛いも生産組合」
を設立し、市民の皆さんのご理解とご協力で、さつまい
もの栽培面積を広げ「いも焼酎」を宿毛の特産品として
大きく育てたいと活動しています。
　さつまいもの品種は「黄金千貫」です。栽培できる方
は種芋の確保もありますので、１１月２０日（木）まで
に申し込みをお願いします。
　なお、さつまいも栽培について分からない方は下記ま
でお問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ先】
　宿毛いも生産組合
　　三　浦　蕁６６―０８９１
　　示　野　蕁６６―０４７１



④

シ
カ
個
体
数
調
整
事
業
に
つ

い
て

　
今
年
度
よ
り
狩
猟
期
の
シ
カ
捕

獲
報
償
金
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
高
知
県
が
実
施
す

る
も
の
で
、
近
年
深
刻
化
し
て
い

る
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
特
に
メ
ス
ジ
カ
の

捕
獲
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。

申
請
方
法

・
県
が
定
め
る
請
求
書
の
提
出
。

・
捕
獲
し
た
シ
カ
の
両
耳
を
持
参
。

・
シ
カ
の
雌
雄
を
証
明
す
る
写
真

の
提
出
。

※
頭
部
及
び
下
腹
部
（
性
器
・
乳

房
部
分
を
含
む
。
）の
写
真
を
各

一
枚
添
付
、
た
だ
し
角
で
確
認

で
き
る
場
合
は
頭
部
の
み
で
可
。

・
今
年
度
の
高
知
県
の
狩
猟
者
登

録
証
の
写
し
の
提
出
。

報
償
金
額

　
オ
ス
　
　
５
、０
０
０
円
／
頭

　
メ
ス
　
１
０
、０
０
０
円
／
頭

＊
報
償
金
の
申
請
の
際
に
は
、
平

成
２０
年
度
狩
猟
者
必
携
を
必
ず

お
読
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

モ
ラ
ロ
ジ
ー
女
性
１
日
セ
ミ

ナ
ー

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
で
は
、

『
心
が
つ
く
る
人
生
』
と
題
し
て
一

日
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
１３
日
（木）

　
１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー（
２
階
会
議
室
）

講
　
師

　
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
　
参
与

　
西
山
　
寿
美

受
講
料
　
無
料

主
　
催

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

楠
山
公
園
の
梅
の
木
誘
引
・

剪
定
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
６
月
に
収
穫
を
行
な
う
に
は
誘

引
・
剪
定
作
業
は
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
高
知
県
幡
多
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

楠
山
公
園
で
梅
の
木
の
誘
引
・
剪

定
作
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
梅
の
木
の
育
て
方
を
覚
え
、

梅
園
を
一
緒
に
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一

　
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―
１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

　
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

下
記
日
程
で
１０
名
程
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
　
時

　
１１
月
２９
日
（土）
　
８
時
３０
分
〜

　
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所

　
楠
山
公
園
ト
イ
レ
前

持
参
す
る
も
の

　
ノ
コ
・
剪
定
は
さ
み
・
手
袋
等

　
（
作
業
の
で
き
る
服
装
）

※
昼
食
と
作
業
後
の
慰
労
会
を
簡

単
で
す
が
当
方
で
準
備
し
ま
す
。

な
お
、
送
迎
用
の
バ
ス
を
利
用

の
方
は
、
８
時
ま
で
に
市
役
所

玄
関
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
里
の
家
（
畑
中
）

　
蕁
６
４
―

７
０
３
７

今
月
の
行
政
相
談

　
役
所
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
困

っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

　
１１
月
１８
日
（火）
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
　

会
議
室
３

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

スポーツ講演会のお知らせ
　医学博士・ＪＯＣ強化スタッフスポーツドクター・日本ア
ンチドーピング機構認定ＤＯＣで宿毛大使の伊藤偵之氏を迎
えて下記のとおりスポーツ講演会を開催します。
　入場は無料です。皆さんお誘い合わせのうえぜひご来場く
ださい。

日　時
　　１１月１４日（金）
　　開場　１７時３０分
　　開演　１８時
場　所
　　宿毛文教センター
演　題
　　「スポーツを蝕む
　　　　　ドーピング問題」
対　象　高校生以上

【問い合わせ先】　
　　生涯学習課　蕁６３－３３９４

四
国
と
九
州
を
結
ぶ
 

宿
毛
フ
ェ
リ
ー

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0

ス
ワ
ン
T
V
 

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

西
南
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
 
蕁
6
2
｜

0
8
8
8

乗
っ
て
残
そ
う
 

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 
蕁
0
8
8
0
｜
3
5
｜
5
2
4
0

講師：伊藤偵之氏
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６月（１期）

普　　通　　徴　　収

３５，０００円

年税額

平成２０年度以前（従前） 図①

平成２１年度（特別徴収開始年度） 図②

平成２２年度（特別徴収継続年度） 図③

１１，０００円

８月（２期）

８，０００円

１０月（３期）

８，０００円

１２月（４期）

８，０００円

６月（１期）

普　通　徴　収 特　別　徴　収

３５，０００円

年税額

９，５００円

８月（２期）

８，０００円

１０月（３期）

５，９００円

１２月（４期）

５，８００円

２月（５期）

５，８００円

４月（１期）

仮　徴　収

特　　　別　　　徴　　　収

本　徴　収

３５，０００円

１７，４００円

年税額

５，８００円

６月（２期）

５，８００円

８月（３期）

５，８００円

１０月（４期）

６，０００円

１２月（５期）

５，８００円

２月（６期）

５，８００円

３５，０００円 １７，６００円－ ＝

１７，５００円３５，０００円 １７，５００円－ ＝

住
民
税
が
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す

　
今
後
ま
す
ま
す
社
会
の
高
齢
化

が
進
み
、
年
金
受
給
者
が
増
大
す

る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
納
税
に

お
け
る
利
便
性
の
向
上
及
び
徴
収

の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
平
成

２１
年
１０
月
支
給
の
公
的
年
金
か
ら

年
金
所
得
に
係
る
住
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
全
国
一
律

に
行
わ
れ
ま
す
。）

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

公
的
年
金

　
老
齢
又
は
退
職
を
支
払
事
由
と

す
る
公
的
年
金（
老
齢
等
年
金
給
付
）

が
対
象
と
な
り
、
障
害
年
金
及
び

遺
族
年
金
は
対
象
外
で
す
。

　
な
お
、
複
数
の
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
支

払
金
額
の
多
い
年
金
か
ら
優
先
と

い
う
訳
で
は
な
く
、
年
金
の
支
払

者
及
び
種
類
に
よ
っ
て
優
先
順
位

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
者

　
前
年
中
に
公
的
年
金
等
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
方
で
、
当
該
年

度
の
初
日
に
老
齢
等
年
金
給
付
を

受
け
て
い
る
６５
歳
以
上
の
方
す
べ

て
が
対
象
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
等
に
お
い

て
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
者
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

①
優
先
順
位
が
上
位
の
老
齢
等
年

金
給
付
（
介
護
保
険
料
が
引
か

れ
て
い
る
年
金
）
の
年
額
が
１８

万
円
未
満
で
あ
る
場
合

②
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
な
い
場
合

③
特
別
徴
収
の
対
象
年
金
か
ら
所

得
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
又
は
国
民
健

康
保
険
税
を
控
除
し
た
後
、
住

民
税
を
引
け
な
い
場
合

特
別
徴
収
す
る
税
額

　
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
住

民
税
額
は
、
公
的
年
金
所
得
に
係

る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
み

で
す
。

　
公
的
年
金
所
得
の
他
に
、
給
与

所
得
と
そ
れ
以
外
の
所
得
が
あ
る

場
合
、給
与
所
得
に
係
る
所
得
割
額

及
び
均
等
割
額
は
、
給
与
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
、
給
与
と
年
金
以
外

の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
に
つ
い

て
は
、
給
与
所
得
分
と
あ
わ
せ
て

給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
か
、

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
時
期
・
金
額
に
つ
い
て

（
例
）

Ａ
さ
ん
（
６７
歳
）
　

平
成
２０
年
中
の
公
的
年
金
収
入

２
３
０
万
円

無
収
入
の
配
偶
者
（
６３
歳
）
あ
り

社
会
保
険
料
控
除

８
５
、０
０
０
円
の
場
合

　
具
体
的
な
例
で
ご
説
明
し
ま
す
と
、

Ａ
さ
ん
の
場
合
、
平
成
２１
年
度
の

住
民
税
年
税
額
は
、
３
５
、０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。
図
①
の
よ
う
に

従
前
で
あ
れ
ば
、
年
４
回
の
普
通

徴
収
（
納
付
書
等
で
納
付
）
で
し

た
が
、
平
成
２１
年
１０
月
支
給
の
公

的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
図
②
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
し
て
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
が
可
能
な
場
合
は
、

平
成
２２
年
度
か
ら
は
、
前
年
度
の

１２
月
及
び
２
月
の
税
額
と
同
額
を

４
月
、
６
月
、
８
月
の
公
的
年
金

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
仮
徴
収
し
、
当
該

年
度
の
税
額
が
確
定
し
た
後
、
確

定
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し

引
い
た
税
額
を
、
当
該
年
度
の
１０
月
、

１２
月
、
２
月
で
公
的
年
金
か
ら
本

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
２２
年
度
の
住
民

税
額
が
平
成
２１
年
度
と
同
額
の
３
５
、

０
０
０
円
と
な
っ
た
場
合
、
４
月
、

６
月
、
８
月
の
仮
徴
収
分
１
７
、４

０
０
円
を
差
し
引
い
た
残
り
、
１
７
、

６
０
０
円
を
、
１０
月
、
１２
月
、
２

月
で
本
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
図
③
参
照
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
住
民
税
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
５



⑥

秋
の
火
災
予
防
週
間

　
１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
１

週
間
は
、『
秋
の
全
国
火
災
予
防
週

間
』
で
す
。
１０
月
号
の
広
報
で
紹

介
し
た
こ
と
を
参
考
に
、
皆
さ
ん

で
火
災
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

風
邪
の
予
防
も
万
全
に

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
一
番
に
思

い
つ
く
病
気
と
い
え
ば
、『
風
邪
』

で
す
。

　
冬
場
は
空
気
が
乾
燥
し
、
病
気

の
も
と
と
な
る
菌
が
体
の
中
に
入

り
や
す
く
な
る
た
め
風
邪
を
ひ
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
室
内
は
ス
ト

ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
で
暖
か
く
し
て

い
て
も
、
空
気
は
乾
燥
し
た
ま
ま

と
い
う
場
合
は
、
加
湿
器
な
ど
を

使
っ
て
乾
燥
を
防
ぐ
と
良
い
で
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
時
に
は
窓
を
開

け
て
新
鮮
な
空
気
と
入
れ
替
え
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
外
出
か
ら
帰
宅
し
た
際
に
は
、

手
洗
い
・
う
が
い
を
し
、
手
や
の

ど
に
付
着
し
た
菌
を
洗
い
流
し
て
、

身
体
へ
の
進
入
を
防
ぎ
ま
す
。

　
気
温
が
低
下
す
る
と
、
体
の
免

疫
力
も
低
下
し
て
体
調
を
崩
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
で
栄
養
を
つ
け
、
暖
か
く

職
務
内
容

常
勤
講
師
（
期
限
付
講
師
）

公
立
小
・
中
学
校
、
県
立
学
校

の
産
休
・
育
休
・
病
休
等
の
補

充
教
員
（
最
長
約
１
年
間
）
と

し
て
勤
務

非
常
勤
講
師
（
時
間
講
師
）

小
中
学
校
の
教
科
、
高
等
学
校

の
教
科
・
科
目
の
授
業
時
間
だ

け
の
勤
務
（
最
長
約
１
年
間
）

資
　
格

教
員
免
許
状
（
臨
時
免
許
状
を

含
む
）
を
有
す
る
者

待
　
遇

公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
準
じ
て
支
給
し
ま
す
。

志
願
書
・
募
集
要
項
の
配
布
場
所

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
政
策
課
、
各
教
育
事
務
所
・

高
知
県
東
京
事
務
所
・
大
阪
事

務
所
・
名
古
屋
事
務
所
及
び
各

市
町
村
教
育
委
員
会
事
務
局

※
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
志
願

書
等
の
応
募
書
類
の
様
式
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　http://w
w
w
.kochinet.ed.jp/seisaku/

応
募
方
法

募
集
要
項
の
「
応
募
の
手
続
」

に
従
っ
て
、
志
願
書
、
志
願
者

調
査
表
及
び
申
告
書
等
を
高
知

県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
政

策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

平
成
２１
年
４
月
初
旬
の
採
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成
２１

年
３
月
１３
日
（金）
ま
で
に
出
願
し

て
く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
の
採

用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
降
も

受
け
付
け
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
〒
７
８
０
―

８
５
７
０

　
高
知
市
丸
の
内
１
―

７
―

５
２

　
高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
教
育
政
策
課
人
事
企
画
担
当

　
蕁
０
８
８
―

８
２
１
―

４
５
６
８

　
車
社
会
や
人
口
の
減
少
が
予
想

以
上
に
進
展
し
、
ま
た
、
公
共
交

通
を
支
え
る
沿
線
市
町
村
の
財
政

状
況
も
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄

道
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共

交
通
を
維
持
、
継
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
負
担
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
高
齢
化
社
会
の

進
展
な
ど
地
域
公
共
交
通
の
役
割

は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
が
急
激
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
在
り
方

を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
に
地
域
の

皆
さ
ん
の
公
共
交
通
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
を
反
映
し
て
い
く

た
め
に
、
全
て
の
ご
家
庭
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
協
議
会

　
宿
毛
地
区
担
当（
宿
毛
市
企
画
課
）

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

（
注
）「
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通

　
　
　
協
議
会
」
と
は

高
知
西
南
地
域
在
住
の
有
識
者
、

交
通
事
業
者
、
関
係
市
町
村
長
、

県
職
員
等
で
組
織
さ
れ
、
地
域

の
公
共
交
通
を
よ
り
使
い
や
す
く
、

よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
す
る
た

め
様
々
な
調
査
、
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
く
ら
し
に
係

る
情
報
を
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
に
電
子
メ
ー
ル
送
信
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

登
録
方
法

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー

ル
を
送
信
す
る
か
、
市
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ル
マ
ガ
登
録
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ド
コ
モ
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
コ
ー
ド

登
録
を
ご
利
用
の
方
は
、
右
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

・
メ
ル
マ
ガ
登
録
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.city.sukum

o.kochi.jp/

　cgi-bin/m
erum

aga

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ル
マ
ガ

受
信
に
か
か
る
通
信
費
等
に
つ
い

て
は
、
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

高
知
県
公
立
学
校

 
 

臨
時
教
員
募
集

宿
毛
市
メ
ル
マ
ガ

　
　
登
録
者
募
集
中

公
共
交
通
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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し
て
充
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

コ
タ
ツ
で
そ
の
ま
ま
眠
る
の
は
、

風
邪
を
ひ
き
や
す
く
す
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
風
邪
を
引
い
た
か
な
」
と
思
っ

た
ら
、
無
理
を
せ
ず
休
養
を
取
り

ま
し
ょ
う
。『
風
邪
は
万
病
の
も
と
』

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
軽
ん
ず
る
こ

と
な
く
、
ひ
き
始
め
の
う
ち
に
治

す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
に
よ
っ
て
菌
は

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
周
り
の
人

の
た
め
に
も
マ
ス
ク
を
す
る
な
ど

し
て
菌
を
拡
散
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
要
注
意

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
比

べ
強
い
感
染
力
、
重
い
症
状
な
ど
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
は
命
に
関

わ
る
危
険
も
あ
る
病
気
で
す
。

基
本
的
な
予
防
方
法
は
風
邪
と
同

じ
で
す
が
、
感
染
力
が
強
い
の
で

予
防
接
種
を
受
け
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
高
熱
が
続
く
場
合
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
早
め
に
病
院
で
診
察
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

　
１０
月
に
入
っ
て
秋
ら
し
く
さ
わ

や
か
な
季
節
と
な
っ
て
気
分
も
一

新
と
い
う
所
で
し
ょ
う
か
。
総
理

大
臣
も
宿
毛
に
縁
の
あ
る
麻
生
太

郎
首
相
に
な
り
ま
し
た
。
解
散
、

総
選
挙
の
報
道
ば
か
り
で
す
が
疲

弊
し
た
地
域
の
こ
と
を
考
え
た
国

政
を
国
会
議
員
全
員
で
考
え
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　　
本
原
稿
の
締
切
は
１０
月
６
日
で

し
た
が
、
編
集
に
猶
予
を
い
た
だ

き
８
日
に
書
い
て
い
ま
す
。
昨
夜

と
て
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
。
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
に
南
部
、
小
林
、

益
川
３
氏
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。（
翌
日
、
更
に

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
下
村
氏
が
決

ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
）
お
め

で
た
い
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
誇

り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
報

道
の
中
で
こ
の
御
三
方
の
紹
介
の

後
、
町
の
声
と
し
て
市
民
の
方
が

感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
た
中
に
「
地

道
」
に
努
力
し
た
結
果
で
、
地
道

に
や
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切
と
い

う
旨
の
発
言
を
さ
れ
て
い
る
の
が

心
に
留
ま
り
ま
し
た
。
正
に
、
今

の
時
代
、
政
治
家
も
商
売
す
る
人

も
含
め
て
地
道
に
努
力
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
結
果
と

し
て
大
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
と

な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
社
会
、
努
力
も
そ
こ
の
け

で
勝
負
・
競
争
あ
り
き
で
早
く
成

果
ば
か
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
今
一
番
問
題

に
さ
れ
て
い
る
の
が
食
の
安
全
。

あ
き
れ
る
ば
か
り
の
こ
と
の
一
つ

に
事
故
米
を
食
糧
用
に
売
買
し
て

い
た
業
者
が
発
覚
し
て
食
の
安
全

が
完
全
に
犯
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

報
道
を
見
る
に
つ
け
、
ぬ
れ
手
に

粟
の
人
が
多
く
、
楽
に
お
金
を
、

し
か
も
組
織
と
し
て
稼
ぐ
輩
が
多

く
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
形
で
す
。

こ
の
三
笠
フ
ー
ズ
に
対
し
て
ど
う

い
う
行
政
処
分
を
す
る
の
か
見
届

け
た
い
と
思
う
反
面
、
警
察
と
し

て
殺
人
未
遂
容
疑
で
逮
捕
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
事
故

米
＝
非
食
用
と
さ
れ
る
も
の
を
、

安
全
で
な
い
も
の
を
食
用
と
し
て

販
売
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
ょ

っ
と
し
て
死
者
が
出
る
可
能
性
も

あ
る
訳
で
す
。
立
派
な
殺
人
行
為

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
う
い
う
こ
と
を
許
し
て
、
チ
ェ

ッ
ク
も
で
き
て
い
な
い
農
水
省
の

役
人
の
対
応
に
も
大
き
な
抜
け
が

あ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。
貿
易
の

自
由
化
に
よ
っ
て
安
い
外
米
が
入

る
こ
と
で
、
国
内
で
米
を
作
ら
な

い
よ
う
に
と
生
産
調
整
を
し
て
、

作
ら
な
い
農
家
に
は
金
を
支
給
す

る
と
い
う
大
い
に
変
な
農
政
を
し

て
国
内
の
米
の
自
給
率
を
落
と
し
、

な
お
生
産
調
整
。
外
国
か
ら
の
米

が
事
故
米
で
も
保
管
し
て
業
者
に

譲
り
渡
し
て
知
ら
ん
ぷ
り
。
今
後
、

食
の
安
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、

国
内
の
安
全
安
心
な
米
を
国
民
に

提
供
す
る
義
務
が
あ
り
、
国
内
の

生
産
力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
の
時
に
お
い
て
も
、
尚
、

生
産
調
整
し
て
米
を
作
る
な
と
言

っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
農
政
は

も
う
根
本
か
ら
改
善
し
て
も
ら
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、

我
々
、
田
舎
の
時
代
の
到
来
と
思

い
ま
す
。
安
心
安
全
の
食
糧
を
生

産
す
る
こ
と
が
今
後
益
々
求
め
ら

れ
て
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
後
継
者
を
育
成
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
身
内
で
な
く
て
も
、

一
次
産
業
を
継
い
で
く
れ
る
人
を

捜
し
、
共
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
更
に
事
故
米
か
ら
食
の

安
全
と
も
う
一
つ
。
値
段
に
直
結

す
る
仲
介
、中
間
業
者
の
数
に
驚
き
、

生
産
者
は
米
を
売
っ
て
も
食
べ
て

い
け
な
い
と
い
う
値
な
の
に
、
消

費
者
の
元
に
届
く
間
に
業
者
が
介

在
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
値
は
上
が

っ
て
い
く
。
生
産
者
、
販
売
者
、

消
費
者
が
シ
ン
プ
ル
に
な
れ
ば
生

産
者
の
売
り
値
を
上
げ
ら
れ
る
と

思
う
。
反
対
に
消
費
者
に
安
く
売

ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
米
の
消
費

量
も
上
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
広
報
が
出
る
１１
月

か
ら
は
今
年
も
あ
と
２
ヶ
月
。
１

年
が
過
ぎ
る
の
は
年
々
歳
々
短
く

な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

が
、
日
本
の
四
季
は
元
旦
を
一
つ

の
区
切
り
と
し
て
新
た
な
方
針
や

誓
い
を
立
て
た
り
し
ま
す
。
１２
月

に
作
成
す
べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
１１

月
に
は
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
気
候
も
良
し
。
元
旦
に

新
た
な
方
針
を
き
ち
ん
と
立
て
ら

れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
月
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
一
つ
。

市
民
か
ら
市
役
所
の
職
員
が
当
然

の
こ
と
を
言
っ
て
し
た
ま
で
の
こ

と
を
「
親
切
な
職
員
が
居
て
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
っ
た
」
と
伝
言
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
職
員
と

し
て
当
然
す
べ
き
こ
と
を
精
一
杯

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

火
の
し
ま
つ
　

君
が
し
な
く
て
　

誰
が
す
る
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プ
ロ
グ
ラ
ム

・
９
時
３０
分
〜
１０
時

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
太

鼓
演
奏
会

・
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
講
演
会

講
　
師
　

　
早
稲
田
大
学
理
事

　
藁
谷
友
紀
氏

　
　

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
４
年
福
島
県
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒

業
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
後
、
ボ
ン
大
学

に
て
経
済
学
博
士
の
学
位
を
取

得
す
る
。
そ
の
後
、
早
稲
田
大

学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
長
、

同
大
学
教
育
学
部
長
な
ど
を
歴

任
し
現
在
、
早
稲
田
大
学
理
事
。

専
攻
は
経
営
経
済
学
・
理
論
経

済
学
。
主
な
著
作
に
『
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
広
報
戦
略
』『
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
と
経
済
・
企
業

の
国
際
化
』『
企
業
と
戦
略
』
等

が
あ
る
。

同
時
開
催

作
品
展
示
会

日
　
時
　

　
１２
月
６
日
（土）
　
９
時
〜
１２
時

場
　
所
　

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
ま
た
、
高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町

３
―

１
２
・
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１

６
０
０
・
平
日
８
時
３０
分
〜
１７
時
）

で
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

宿
毛
市
の
人
権
擁
護
委
員

　
河
野
　
通
孝
　
氏
（
再
任
）

　
嶋
　
布
滋
子
　
氏
（
新
任
）

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
…
　

人
権
推
進
課
　

蕁
６
２
―

０
２
２
５

　
正
和
・
貝
礎
・
手
代
岡
隣
保
館

の
交
流
教
室
等
や
児
童
館
の
子
ど

も
会
活
動
で
作
っ
た
作
品
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

人
権
作
文
発
表
会

　
市
内
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
人
権
に
つ
い
て
の
意
見
発

表
会
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　

　
１２
月
４
日
（木）
　
１３
時
３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
人
は
、
み
な
平
等
で
あ
り
、
人

権
は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
周
り
の
人
を
認

め
合
い
な
が
ら
人
権
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

　
「
人
権
を
守
る
」
と
は
、
決
し
て

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
宿
毛
市
で
は
こ
の
期
間
中
に
、

講
演
会
や
市
内
の
小
・
中
学
生
の

人
権
作
文
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る

日
々
の
生
活
の
中
で
、
人
権
と
い

う
視
点
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
気
付
く
と
思
い

ま
す
。
「
人
権
を
守
る
」
と
い
う
こ

と
を
講
演
会
や
発
表
会
を
通
じ

て
、
今
一
度
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
。

　
１２
月
４
日
（木）
か
ら
１０
日
（水）
ま
で

の
期
間
は
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
を

記
念
し
て
、
人
権
週
間
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
市
で
も
、
差
別
の
な
い
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
同
和
問
題
・
女
性
・
高
齢
者
・

子
ど
も
・
障
害
者
・
外
国
人
問
題

な
ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
被
差
別
地
区
に
対

し
て
の
悪
質
な
差
別
発
言
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
差
別
発
言
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
被
差
別
地
区
へ

の
偏
見
や
、
歴
史
の
中
で
つ
く
ら

れ
て
し
ま
っ
た
身
分
制
度
の
仕
組

み
な
ど
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。

　
１０
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
々

が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
、
各

職
場
、
地
域
社
会
の
中
で
「
こ
れ

は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」

と
悩
ん
で
い
る
方
・

婚
姻
・
離
婚
・
相
続
・
金
銭
貸
借
・

交
通
事
故
等
で
悩
ん
で
い
る
方
た

ち
の
相
談
相
手
で
す
。
法
務
局
と

の
連
携
の
も
と
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。

人
権
啓
発
講
演
会

１２
月
４
日
（木）
〜
１０
日
（水）
は
人
権
週
間
で
す

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

12
月
6
日
（土）

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
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延光寺

スタート

スタート

ゴール

ゴール

押ノ川和田

宿毛駅

貝塚
錦

小山

札掛宿満倉
城辺

観自在寺

高野山佛眼院

愛南町役場
一本松支所

愛媛県

高知県

子安地蔵

▲
松尾峠

大深浦

松尾大師跡
松田川

4.3㎞

7.8㎞
（0.8㎞）9.3㎞

（2.8㎞）

10.6㎞
（4.1㎞）

12.6㎞
（6.1㎞）

19.8㎞

25.7㎞
14.1㎞

（7.6㎞）

文
教
セ
ン
タ
ー

へんろ道健脚コース

松尾峠ハイキングコース

（　）はハイキングコース距離表示

56

56
56

四万十市蜷

蜻宇和島市

みんな上手に出来ました！
お家でも作ってみたいと
意欲満々でした。

ごはん・みそ汁・みかん・野菜
とじゃこの卵とじ・きゅうりの
即席漬・大豆とじゃこのいり煮

給食キッズ

早ね、早おき、朝ごはん！ 朝食摂取率１００％を目指そう！

がっつ君カルちゃん 元気君

みなさーん!!

朝ごはんを

食べて

いますか～!?

毎朝、朝ごはんを食べている人は宿毛市内では

小学５年生で８８％、中学２年生で８４％でした。

高知県教育委員会の

目標

小学生　９５％

中学生　９０％

２３年度までに

目標に近づけるよう、

皆さん、朝ごはんを

食べましょう!!

　
地
元
の
へ
ん
ろ
道
を
歩
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
１
度
歩
い
て

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
　
時

　
１１
月

３０
日

（日）

（
雨
天
の
場
合
は

１２
月
７
日

（日）
に

延
期
）

コ
ー
ス
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
へ
ん
ろ
道
健
脚
コ
ー
ス

　
約

２８
㎞

延
光
寺
（
７
時
出
発
）
↓
松
尾

峠
↓
観
自
在
寺

※
時
間
制
限
を

１７
時
観
自
在
寺
到

着
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
松
尾
峠
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
約
７
・
６
㎞

宿
毛
駅
（
９
時
出
発
）
↓
松
尾

峠
↓
小
山

集
合
場
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
、

ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
集
合
場
所
ま

で
は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

定
　
　
員

　
各

３０
人

参
加
資
格

　
健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
方（
但

し
、
小
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
）

参
加
費

　
５０
円
（
保
険
料
）

　
※
当
日
受
付
に
て
集
め
ま
す
。

申
込
締
切

　
１１
月

２１
日

（金）

注
意
事
項

お
弁
当
、
飲
み
物
を
持
参
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
靴
や

服
装
等
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
・
場
所

・
へ
ん
ろ
道
健
脚
コ
ー
ス

　
６
時
〜
６
時

３０
分

　
文
教
セ
ン
タ
ー

・
松
尾
峠
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　
８
時

３０
分
〜
９
時

　
宿
毛
駅

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

10
月
の
取
り
組
み

　
昨
年
同
様
に
小
筑
紫
小
学
校
３

年
生
が
地
元
食
材
を
使
っ
て
、
朝

食
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
食
材

米
・
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ

だ
し
じ
ゃ
こ
・
じ
ゃ
こ

卵
・
き
ゅ
う
り
・
ね
ぎ

さ
つ
ま
芋
・
と
う
ふ
・

み
そ
・
み
か
ん

『
我
が
家
の
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
』

募
集
中

　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

の
お
家
の
朝
ご
は
ん
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
我
が
家
の
定
番
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。
連
絡

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

薑
６
３
―

１
１
９
４
 

薨
６
３
―

１
１
７
９

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

第
２
回

宿
毛
へ
ん
ろ
道
ウ
ォ
ー
ク



⑩

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
〜

　
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
　

　
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

第
33
号

第
34
号

意
見
書
案

第
1
号

第
2
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
十
九
年
度
宿
毛
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
二
十
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　
　

平
成
二
十
年
度
各
特
別
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事

業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下

水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地
区
画
整
理
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
水
道
事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い

て宿
毛
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
離
島
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　

公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
利
用
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　

宿
毛
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
を
改
正
す
る
定

款
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業

の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

～

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
専
決
処
分
」
一
件
、「
平
成
十
九

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

並
び
に
水
道
事
業
会
計
」
の
各
決

算
認
定
議
案
十
四
件
、「
平
成
二
十

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど

予
算
議
案
十
二
件
、「
宿
毛
市
認
可

地
縁
団
体
印
鑑
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
な
ど
条
例
議
案
六
件
、
そ

の
他
の
議
案
一
件
の
合
計
三
十
四

議
案
で
、
審
議
の
結
果
、
決
算
認

定
議
案
（
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
、
付
託
の
う
え
継
続
審
査
）
を

除
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
、

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

八
日
及
び
九
日
の
二
日
間
に
六
人

の
議
員
が
、
ま
た
、
十
日
に
は
議

案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
、「
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の

推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

な
ど
二
件
が
審
議
さ
れ
、
二
件
と

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
六
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
二

億
四
七
四
万
五
千
円
が
増
額
補
正
さ

れ
、
累
計
で
九
四
億
四
、
三
四
〇
万

八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
経
営
安
定

化
支
援
貸
付
金

　
…
…
…
…
…
…
二
、
〇
八
二
万
円

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
…
…
…
…
一
億
六
、
五
三
四
万
円

○
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費

　
…
…
…
…
…
…
…
…
六
三
一
万
円

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
年
九
月
三
日
に
開
会
し
、

十
四
日
間
の
会
期
で
九
月
十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第47号
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９
月�

３
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

４
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

５
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

６
日
（
土
）
休
　
会

�

７
日
（
日
）
休
　
会

�

８
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

９
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１０
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１１
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１２
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１３
日
（
土
）
休
　
会

�

１４
日
（
日
）
休
　
会

�

１５
日
（
月
）
休
　
会

�

１６
日
（
火
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

九
月
定
例
会
日
程

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

採
　
　
択

採
　
　
択

第
8
号

第
10
号

（
前
議
会
提
出
分
）

国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
国
有
林
野
事
業

の
健
全
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
　
陳
　
　
情
　
▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

○
地
方
交
付
税

　
…
…
…
…
二
億
〇
、
九
八
四
万
円

○
繰
越
金
…
…
…
七
、
一
一
〇
万
円

○
市
税
…
…
…
△
五
、
一
二
七
万
円

○
繰
入
金
…
…
△
四
、
三
九
七
万
円

◎
宿
毛
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
、
地
縁
団
体
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◎
宿
毛
市
離
島
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
旧
弘
瀬
小
中
学
校
及
び
旧
鵜
来

島
小
中
学
校
を
離
島
振
興
に
活
用

す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◎
宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
一
年
十
月
よ
り
公
的

年
金
か
ら
個
人
市
民
税
を
特
別
徴

収
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◎
宿
毛
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民

利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
道
路
運
送
法
に
お
け
る
有
償
運

送
が
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
許
可

制
か
ら
登
録
制
に
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
。

◎
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
県
道
宿
毛
津
島
線
の
改
良
に
伴

う
市
道
（
出
井
二
号
線
）
の
付
け

替
え
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う
も

の
。

決
算
特
別
委
員
会

（
平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
設
置
）

　
平
成
十
九
年
度
各
会
計
決
算
認

定
議
案（
第
二
号
〜
第
十
五
号
）は
、

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
　
西
　
村
　
六
　
男

副
委
員
長
　
浦
　
尻
　
和
　
伸

委
　
　
員
　
岡
　
闢
　
利
　
久

　
　

〃
　

　
　
野
々
下
　
昌
　
文

　
　

〃
　

　
　
松
　
浦
　
英
　
夫

　
　

〃
　

　
　
中
　
平
　
富
　
宏

　
　

〃
　

　
　
有
　
田
　
都
　
子

　
　

〃
　

　
　
岡
　
崎
　
　
　
求

決 算 特 別 委 員

条
　
　
例

そ 
　
の
　 

他



⑫

A
　
愛
着
を
持
っ
て
家
族
同
様
に

飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
が
亡
く
な
っ

た
場
合
の
処
理
の
方
法
に
つ
い
て
、

衛
生
面
や
環
境
面
に
お
い
て
も
大

き
な
問
題
が
生
じ
る
と
考
え
る
の
で
、

ペ
ッ
ト
専
用
の
火
葬
場
を
造
る
計

画
は
な
い
か
問
う
。

B
　
宿
毛
市
独
自
で
ペ
ッ
ト
斎
場

の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。
生
活

衛
生
上
の
支
障
が
あ
る
場
合
は
、

行
政
の
指
導
等
の
対
象
範
囲
で
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

A
　
「
奥
藤
自
然
観
察
教
育
林
」
は
、

生
き
た
森
林
教
育
の
場
と
併
せ
て

社
会
教
育
面
や
観
光
資
源
と
し
て

利
活
用
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う

に
林
野
庁
と
連
携
を
取
り
、
子
ど

も
た
ち
で
も
安
全
に
、
有
効
に
利

活
用
で
き
る
よ
う
に
遊
歩
道
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
区
住
民
の
生
活
道
で

も
あ
り
、
観
光
道
路
と
し
て
、
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
、「
県
道
宿

毛
津
島
線
」
の
改
良
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
お
る
の
か
、
併
せ

て
早
期
の
拡
張
整
備
に
向
け
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

る
の
か
問
う
。

B
　
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
関
係

課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

遊
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
で
も
楽
し
く
登
れ
る
よ

う
に
四
万
十
森
林
管
理
署
に
強
く

要
望
す
る
。

　
「
県
道
宿
毛
津
島
線
」
は
、
宿
毛

市
の
重
点
要
望
事
項
と
し
て
取
り

組
む
。

A
　
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
辺
地

に
お
い
て
生
活
を
し
て
い
る
住
民

の
た
め
の
、「
住
民
の
交
通
手
段
の

確
保
対
策
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
問
う
。

　
そ
し
て
、
来
年
度
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
廃
止
と
な
る
「
石
原
・
舟

ノ
川
地
区
」
の
交
通
手
段
確
保
対

策
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
問
う
。

B
　
運
行
経
費
な
ど
を
考
慮
し
た
、

必
要
最
低
限
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
に
、
現
在
の
運
送
の
継

続
を
考
え
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
の
火
葬
場

建
設
に
つ
い
て

公
共
の
交
通
手
段
の

確
保
対
策
に
つ
い
て

　
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
八
日
、
九
日
の
二
日
間

に
六
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

松
浦
英
夫
 

議
員

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
」
の
活
用
と

道
路
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】
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「
石
原
・
舟
ノ
川
地
区
」
に
つ
い

て
は
、
利
用
実
績
を
考
え
た
場
合
、

運
行
の
継
続
は
難
し
い
。

A
　
日
本
の
豪
華
客
船
が
宿
毛
湾

港
に
停
泊
す
る
が
、
お
客
さ
ん
は

四
万
十
川
や
足
摺
岬
に
観
光
に
出

か
け
、
宿
毛
市
で
は
停
泊
だ
け
の

感
じ
が
す
る
。

　
今
後
、
自
然
美
豊
か
な
宿
毛
市

を
売
り
出
し
て
は
ど
う
か
。
例
え

ば
栄
喜
の
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
売
り
出
し
て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
栄
喜
は
修
学
旅
行
生
を
受
け

入
れ
て
、
餌
や
り
や
魚
の
さ
ば
き

体
験
等
非
常
に
頑
張
っ
て
い
る
。

今
後
も
都
会
で
体
験
で
き
な
い
よ

う
な
こ
と
を
宿
毛
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
と
し
て
売
り
込
み
を
し
て

い
く
。

A
　
宿
毛
市
の
西
の
玄
関
大
島
、

片
島
を
ど
う
振
興
し
て
い
く
の
か
。

　
椰
子
の
道
を
咸
陽
島
公
園
ま
で

延
長
し
、
咸
陽
島
公
園
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
宿
毛
市
の
市
有
林

を
利
用
し
た
遊
具
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。
海
に
は
小
型
ケ
ー
ソ
ン
を

置
き
、
休
み
に
は
家
族
で
釣
り
を

し
て
は
ど
う
か
。
片
島
港
に
遊
歩

道
を
兼
ね
備
え
た
浮
き
桟
橋
で
、

漁
船
と
遊
漁
船
の
整
備
を
し
て
は

ど
う
か
。
小
型
の
ク
ル
ー
ザ
ー
も

係
留
し
、
ク
ル
ー
ザ
ー
の
管
理
を

漁
民
が
行
え
ば
高
齢
に
な
っ
た
漁

民
の
就
労
の
場
が
で
き
、
所
得
向

上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

問
う
。

　
ま
た
、
観
光
名
所
と
し
て
椰
子

の
北
か
ら
池
島
に
吊
り
橋
を
架
け
、

夜
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
照
ら
し

て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
平
成
二
十
一
年
度
に
椰
子
ま

で
の
道
路
が
完
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
後
、
咸
陽
島
公
園
ま
で

道
路
を
お
ろ
し
、
市
民
の
憩
い
の

場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
片
島
に
つ
い
て
は
魚
の
加
工
場

な
ど
魚
を
食
べ
る
場
所
を
念
頭
に

入
れ
て
い
き
た
い
。

　
咸
陽
島
か
ら
池
島
灯
台
ま
で
の

吊
り
橋
は
、
非
常
に
夢
の
あ
る
話

で
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
財
源
が

厳
し
く
将
来
的
な
こ
と
と
し
て
受

け
止
め
る
。

補
助
単
価
と
実
施
単
価
に
大
き
な

差
が
あ
り
、
市
町
村
が
直
ち
に
耐

震
化
促
進
へ
向
け
て
効
果
が
出
る

よ
う
な
法
改
正
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
本
市
は
、
教
育
効
果
・
学
習
環

境
及
び
学
級
経
営
な
ど
考
慮
し
て

学
校
再
編
計
画
に
基
づ
き
で
き
る

だ
け
早
く
耐
震
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
装
置
の
導

入
も
検
討
す
る
。

A
　
宿
毛
市
独
自
の
教
育
へ
の
教

育
委
員
会
の
展
開
方
法
に
つ
い
て

問
う
。

A
　
行
政
改
革
は
、
単
純
に
削
減

す
れ
ば
い
い
も
の
で
は
な
く
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
施
策
や
事
業

の
思
い
切
っ
た
選
択
と
集
中
が
必

要
で
あ
り
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

の
全
面
導
入
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

B
　
平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
時

よ
り
、
事
務
事
業
等
調
査
票
と
し

て
運
用
し
、
事
業
の
目
的
、
手
段
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
再
確
認
し
た

う
え
で
事
業
の
妥
当
性
を
総
合
的

に
評
価
し
て
い
る
。

　
予
算
提
案
の
内
容
が
、
行
政
評

価
結
果
と
考
え
て
い
る
が
市
民
に

も
分
か
り
や
す
い
評
価
指
標
的
に

改
善
し
て
い
き
、
市
民
の
目
線
に

沿
っ
た
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

A
　
国
内
外
で
地
震
が
多
発
し
て

い
る
が
、
本
市
の
学
校
施
設
の
耐

震
化
は
県
下
で
も
最
低
レ
ベ
ル
に

な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
地
震
対

策
に
つ
い
て
そ
の
取
り
組
み
状
況

を
問
う
。

B
　
六
月
に
地
震
防
災
対
策
特
別

処
置
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
国

の
補
助
率
が
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
、

浦
尻
和
伸
 

議
員

学
校
施
設
の
地
震
対
策

に
つ
い
て

宿
毛
市
独
自
の
教
育
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

豪
華
客
船
へ
の
宿
毛
市

の
売
り
込
み
に
つ
い
て

今
城
誠
司
 

議
員

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

片
島
、
大
島
の
振
興

に
つ
い
て
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B
　
学
校
生
活
調
査
を
実
施
し
、

生
活
面
の
改
善
に
よ
る
学
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
小
学
校
の

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
坂
本
報

效
会
か
ら
の
援
助
に
よ
り
英
語
指

導
教
員
を
派
遣
し
独
自
に
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
問
題

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が
増
加
し

て
お
り
、
特
別
支
援
員
・
教
育
相

談
員
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
を
配
置
し
、
問
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
　

A
　
公
園
遊
具
の
点
検
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
本
市
に
は
条
例
に
定
め
ら
れ

て
い
る
公
園
が
十
八
ヶ
所
あ
る
。

　
都
市
公
園
の
九
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、

四
ヶ
月
ご
と
に
定
期
点
検
を
行
っ

て
い
る
。
日
常
点
検
に
つ
い
て
は
、

危
険
性
の
高
い
遊
具
を
設
置
し
て

い
な
い
の
で
行
っ
て
い
な
い
。

　
残
り
の
九
ヶ
所
の
公
園
の
う
ち

八
ヶ
所
に
遊
具
を
設
置
し
て
い
る
。

中
筋
川
ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
は
、
業

者
に
管
理
委
託
を
し
て
い
る
。
農

村
公
園
の
六
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、

地
元
で
草
刈
な
ど
を
含
め
、
管
理

し
て
お
り
、
年
一
回
以
上
の
点
検

を
行
っ
て
い
る
。
咸
陽
島
公
園
に

つ
い
て
は
、
不
定
期
で
見
回
り
を

頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。
点
検
回
数

と
し
て
は
、
年
四
回
以
上
で
す
。

A
　
災
害
時
要
援
護
者
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
南
海
地
震
に
よ
る
津
波
被
害

が
予
測
さ
れ
る
本
市
に
お
い
て
、
緊

急
時
に
即
座
に
対
応
す
る
こ
と
の
で

き
る
自
主
防
災
組
織
を
初
め
と
し
ま

す
地
域
住
民
の
方
々
に
、
要
援
護
者

に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
災
害
発
生
時
に
速
や
か

に
避
難
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
、
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
も
、
非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と

考
え
る
。

　
今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
要

援
護
者
の
リ
ス
ト
の
作
成
と
か
、
活

用
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
し
て
、
本

市
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
対

策
の
仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

A
　
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い

て
聞
く
。

B
　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
基

本
計
画
の
認
定
を
受
け
る
べ
く
、
若

手
職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
商
工
会
議

所
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
た
な

中
心
市
街
地
活
性
基
本
計
画
の
作

成
に
着
手
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
旧
基
本
計
画
の
検
証

と
か
、
課
題
把
握
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
さ
ら
に
は

中
央
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
本
市
出

身
の
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

受
け
る
中
で
、
基
本
計
画
を
仕
上

げ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

A
　
平
成
十
七
年
度
に
市
長
自
ら

策
定
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
、

最
近
に
な
っ
て
中
止
や
変
更
に
な

っ
て
い
る
。

　
計
画
を
表
明
す
る
こ
と
は
市
民

に
対
し
て
の
約
束
だ
と
考
え
る
が
、

行
革
の
柱
と
な
る
案
件
の
変
更
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
支
所
、
学
校
、
保
育
所
の
統
廃

合
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
改
革
プ
ラ
ン
の
中
止
は
あ
ま

り
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
プ
ラ

ン
が
最
上
の
も
の
で
も
な
い
。
市

民
へ
の
説
明
は
広
報
な
ど
で
き
ち

ん
と
行
っ
て
い
く
。

　
東
部
支
所
は
住
民
の
方
か
ら
の

反
対
を
受
け
、
現
在
の
場
所
で
継

続
す
る
中
で
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
小
筑
紫
支
所
は
千
寿
園
へ
の
移

転
に
向
け
て
の
協
議
中
で
あ
る
。

　
小
筑
紫
地
区
小
学
校
三
校
統
合

は
、
栄
喜
地
区
の
合
意
が
頂
け
て

な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
三
校
の
統

合
が
基
本
で
あ
る
。

　
大
島
、
宿
毛
、
松
田
川
、
橋
上

の
小
学
校
の
統
合
に
向
け
た
説
明

会
は
新
校
舎
建
設
場
所
決
定
後
、

災
害
時
要
援
護
者
対
策

に
つ
い
て

中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
つ
い
て

岡
闢
利
久
 

議
員

公
園
遊
具
の
点
検
状
況

に
つ
い
て

中
平
富
宏
 

議
員

行
政
改
革
大
綱
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
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早
い
時
期
に
行
い
た
い
。

　
中
央
保
育
園
の
廃
園
は
震
災
対

策
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
解
決
で

き
な
い
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
延

期
す
る
こ
と
に
し
た
。

A
　
芋
焼
酎
の
製
造
販
売
な
ど
を

す
る
会
社
に
地
域
開
発
支
援
事
業

補
助
金
と
し
て
、
設
備
投
資
費
の

約
八
割
に
当
た
る
八
千
万
円
の
補

助
を
決
定
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
宿
毛
市
が
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
ま
で
三

千
万
円
を
支
出
し
て
い
る
が
、
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
そ
の
効
果

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
こ
の
支
援
事
業
は
焼
酎
工
場

を
中
心
に
堆
肥
工
場
な
ど
、
地
域

資
源
を
効
果
的
に
結
び
つ
け
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
と
地
域
振
興
を

実
現
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
効
果
は
、
農
業
従
事
者
の

所
得
向
上
、
遊
休
農
地
の
解
消
、

雇
用
創
出
に
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
　

　
今
後
、
こ
の
事
業
を
起
爆
剤
と

し
て
直
七
の
搾
取
工
場
や
、
水
産

加
工
施
設
の
事
業
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
市
内
の
介
護
事
業
所
で

不
正
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
内
容

と
行
政
と
し
て
の
対
応
、
今
後
の

再
発
防
止
策
を
問
う
。

B
　
宿
毛
市
二
ノ
宮
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
併
設
さ
れ
て
い
る
、
訪

問
介
護
と
居
宅
介
護
の
二
事
業
所

が
八
月
一
日
付
け
で
、
介
護
保
険

事
業
所
の
指
定
取
消
処
分
を
受
け

た
。
理
由
は
施
設
所
在
地
の
訂
正

不
届
け
、
人
員
配
置
基
準
違
反
並

び
に
不
正
請
求
な
ど
で
あ
る
。

　
今
後
、
再
発
防
止
に
向
け
て
県

と
も
協
力
し
な
が
ら
事
業
所
の
指

導
を
行
う
。

A
　
原
油
高
騰
な
ど
で
市
民
生
活

が
深
刻
に
な
り
、
特
に
農
林
漁
業

や
中
小
企
業
は
大
打
撃
を
受
け
て

い
る
。

　
土
佐
清
水
市
で
は
漁
業
者
に
対
し
、

消
費
燃
料
一
リ
ッ
ト
ル
に
三
円
の

補
助
、
農
家
に
対
す
る
補
助
も
九

月
補
正
予
算
に
組
ん
だ
。

　
宿
毛
市
で
も
生
産
者
が
元
気
を

取
り
戻
す
支
援
に
英
断
を
下
す
時

で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
原
油
価
格
に
リ
ッ
ト
ル
何
円

と
い
う
も
の
を
補
て
ん
し
て
も
付

け
焼
き
刃
的
な
も
の
で
、
未
来
永

劫
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
宿
毛
市
と
し
て
は
他
市
が
行
っ

て
い
る
重
油
代
に
何
円
補
助
と
い

う
ふ
う
な
形
で
な
く
、
農
家
の
ハ

ウ
ス
や
漁
業
の
電
気
な
ど
を
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
で
き
な
い
か

考
え
て
い
る
。

A
　
政
府
は
全
国
で
三
十
五
万
人

が
生
活
し
て
い
る
雇
用
促
進
住
宅

を
、
二
〇
二
一
年
ま
で
は
全
廃
す

る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
、
す
で
に

入
居
者
に
退
去
通
知
を
出
し
て
い

る
所
も
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
に

買
い
取
り
を
求
め
て
い
る
。

　
西
町
に
も
雇
用
促
進
住
宅
が
あ

る
が
、
政
府
に
廃
止
方
針
の
見
直

し
を
求
め
る
な
ど
、
入
居
者
の
不

安
を
解
消
す
る
対
策
を
問
う
。

B
　
西
町
の
雇
用
促
進
住
宅
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
九
月
に
雇
用
能

力
開
発
機
構
の
職
員
か
ら
説
明
と

買
い
取
り
の
打
診
を
受
け
た
。
提

示
金
額
は
四
千
七
百
万
円
で
あ
る
。

　
現
在
、
購
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
中
で
あ
る
。
廃
止
は
国
策

だ
か
ら
私
ど
も
が
残
せ
と
は
言
い

づ
ら
い
。

雇
用
促
進
住
宅

に
つ
い
て

原
油
高
騰
対
策

に
つ
い
て

宿
毛
市
の
振
興
策

に
つ
い
て

浅
木
　
敏
 

議
員

介
護
保
険
に
つ
い
て



⑯

日
　
時
　
七
月
十
六
日

視
察
地
　
北
海
道
滝
川
市

概
　
要

　
滝
川
市
は
、
石
狩
平
野
の
北
部

に
位
置
し
、
石
狩
川
と
空
知
川
に

挟
ま
れ
た
平
野
部
に
広
が
る
中
空

知
地
域
の
中
心
都
市
で
面
積
一
一
五
・

八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

四
万
五
、
五
六
二
人
で
あ
り
、
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
受
け
、
健
康

で
文
化
的
な
ま
ち
と
し
て
発
展
し

て
い
る
。

◎
心
の
教
育
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
　
心
の
教
育
推
進
プ
ラ
ン
は
、
過

去
の
「
い
じ
め
問
題
」
を
発
端
と

し
た
痛
ま
し
い
事
件
を
受
け
、
教

育
委
員
会
事
務
局
内
に
「
心
の
教

育
推
進
室
」
を
設
置
す
る
な
ど
自

他
の
生
命
を
大
切
に
す
る
心
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、
い
じ
め
の

な
い
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
考
え

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
「
自
分

と
向
き
合
う
心
、
社
会
に
向
き
合

う
心
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
「
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
長

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。

　
特
筆
す
べ
き
施
策
と
し
て
、
①

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実
、

②
い
じ
め
相
談
電
話
、
③
児
童
、

生
徒
の
心
に
響
く
道
徳
事
業
（
地

域
の
協
力
）
、
④
ポ
ス
タ
ー
、
映

画
等
の
制
作
、
⑤
教
師
へ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
研
修
会
、
⑥
自
然
体

験
の
積
極
的
な
取
り
入
れ
等
を
実

施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
家
庭
教
育
へ
、
ど
う

よ
り
深
く
関
わ
っ
て
い
く
か
、
い

か
に
し
て
地
域
と
学
校
を
結
び
付

け
て
い
く
か
が
今
後
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

◎
た
き
か
わ
文
化
村
推
進
事
業
に

つ
い
て

　
平
成
十
一
年
に
文
化
の
薫
り
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
広
く

市
民
に
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
り
、

個
性
あ
る
地
域
文
化
創
造
の
環
境

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
、
十
年
を
迎
え
て
い
る
。

日
　
時
　
七
月
十
七
日

視
察
地
　
北
海
道
富
良
野
市

概
　
要

　
富
良
野
市
は
、
北
海
道
の
中
心

に
位
置
し
、
市
域
の
約
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
が
山
林
で
、
面
積
六
〇
〇
・

九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

二
万
五
、
〇
七
六
人
で
あ
り
、
美

し
い
自
然
環
境
の
中
で
、
観
光
、

保
養
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
提
供
で

き
る
長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
発
展
し
て
い
る
。

◎
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　
「
環
境
、
感
動
、
癒
し
の
大
地
、

ふ
ら
の
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
恵

ま
れ
た
自
然
景
観
、
観
光
資
源
（
ラ

ベ
ン
ダ
ー
）
を
生
か
し
、
観
光
客

増
加
を
図
る
た
め
国
内
外
に
対
す

る
市
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
々
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
自
然
の
中
で

育
く
ま
れ
た
食
の
提
供
、
農
業
や

芸
術
文
化
体
験
な
ど
の
連
携
を
図

り
、
季
節
に
関
係
な
く
通
年
型
滞

在
観
光
地
づ
く
り
の
推
進
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受
入
れ

環
境
の
整
備
と
し
て
、
交
通
ア
ク

セ
ス
の
整
備
、
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
、

情
報
発
信
の
充
実
に
よ
る
誰
で
も

安
心
し
て
一
人
歩
き
で
き
る
観
光

地
づ
く
り
や
、
今
後
増
加
が
見
込

ま
れ
る
団
塊
の
世
代
や
外
国
人
観

光
客
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
座
、

舞
台
技
術
講
座
、
吹
奏
楽
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
朗
読
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
が
あ

る
。
十
年
間
実
施
し
て
、
受
講
す

る
こ
と
に
よ
る
技
術
の
向
上
等
、

効
果
は
多
大
で
あ
る
と
い
う
結
果

は
出
て
い
る
が
、
内
容
の
専
門
性

が
強
く
、
広
く
市
民
に
い
き
わ
た

ら
な
い
と
い
う
点
の
克
服
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

◎
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
に
つ
い

て
　
市
民
の
要
望
に
応
じ
、
市
職
員

が
市
民
の
元
へ
出
向
き
、
仕
事
の

説
明
を
す
る
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
市
の
仕
事
へ
の
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
種
々
の
事
業
や
事
務

の
見
直
し
、
よ
り
よ
き
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
市
と
市
民
が
共
に
行

動
す
る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
情
報
」

の
共
有
等
、
有
意
義
な
方
向
性
を

持
つ
企
画
で
あ
る
。

　
講
座
例
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を

楽
し
も
う
、
富
良
野
の
農
業
、
温

暖
化
を
考
え
る
等
々
で
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
や
防
災
に
関
す
る
出
前
講

座
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

行
政
視
察
報
告

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
が
、
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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ま
さ
に
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸

術
の
秋
と
い
わ
れ
ま
す
よ
う
に

各
地
で
運
動
会
や
展
覧
会
等
の

行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
九
月
定
例
会
に
お
い
て
は
六

名
の
議
員
が
登
壇
し
て
、
市
民

の
目
線
に
立
ち
執
行
部
に
対
し

て
一
般
質
問
や
質
疑
を
通
じ
て
、

意
見
や
提
言
を
行
う
な
ど
活
発

な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
議
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
行
政
の
執
行

状
況
に
つ
い
て
監
視
役
と
し
て

の
役
割
を
明
確
に
す
る
中
で
、

宿
毛
市
の
発
展
並
び
に
市
民
の

幸
せ
を
追
い
求
め
賢
明
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
指
導
並

び
に
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

今
　
城
　
誠
　
司

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

中
　
平
　
富
　
宏

蘢

浦
　
尻
　
和
　
伸

蘢

饌
　
田
　
陸
　
紀

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は

十
二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で

す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的

な
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

障
害
者
福
祉
の
現
場
は
未
だ
に
混

乱
が
収
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
特
に
障
害
者
施
設
や
居
宅
支
援

の
利
用
に
か
か
る
応
益
負
担
（
定

率
一
割
）
の
導
入
は
、
障
害
者
の

生
活
を
直
撃
し
、
施
設
か
ら
の
退
所
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
な
ど
の
形

で
生
活
水
準
の
低
下
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
も
報

酬
単
価
の
引
き
下
げ
や
日
払
い
化

に
よ
っ
て
経
営
難
に
陥
り
、
職
員

の
賃
下
げ
や
非
常
勤
化
、
離
職
、

閉
鎖
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
縮
小
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
政
府
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
関
連
し
、
二
〇
〇
八
年
度
ま
で

の
特
別
対
策
と
し
て
、
利
用
者
負

担
の
軽
減
措
置
や
事
業
者
へ
の
激

変
緩
和
措
置
を
行
な
い
、
さ
ら
に
、

こ
の
特
別
対
策
を
二
〇
〇
九
年
度

以
降
も
継
続
し
、
障
害
児
の
い
る
世

帯
へ
の
軽
減
策
な
ど
を
上
乗
せ
す
る

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評

価
を
す
る
も
の
の
、
緊
急
避
難
的
な

処
置
に
過
ぎ
な
い
。

　
二
〇
〇
六
年
十
二
月
、
国
連
総
会

で
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
九

月
、
日
本
は
同
条
約
に
署
名
を
行
っ

て
い
る
。

　
世
界
の
潮
流
に
鑑
み
、
真
に
障
害

者
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
し
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
求
め
る
立

場
か
ら
、
次
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

記

一
　

利
用
者
負
担
は
、
負
担
で
き
る

能
力
に
応
じ
た
応
能
負
担
を
原

則
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用

料
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
本

人
収
入
の
み
に
着
目
す
る
こ
と
。

二
　

指
定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
等
に
対
す
る
報
酬
を
確
保

し
、
お
お
む
ね
障
害
者
自
立
支

援
法
施
行
以
前
の
収
入
を
維
持

す
る
こ
と
。

※
以
下
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

本
文
は
割
愛
し
ま
す
。

◎
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の
推

進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化

を
求
め
る
意
見
書

〜
編
集
後
記
〜

意

見

書

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★



⑱

第
１
回

宿
毛
の
歴
史
講
座
開
催

　
宿
毛
歴
史
館
で
は
、
新
事
業
と

し
て
、
連
続
５
回
の
宿
毛
に
関
す

る
歴
史
講
座
を
１１
月
か
ら
３
月
ま

で
、
毎
月
１
回
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
１
回
と
し
て
、

日
ご
ろ
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い

る
近
所
の
辻
々
に
も
、
深
い
歴
史

や
風
土
・
風
習
が
息
づ
い
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
準
備
し
て

い
ま
す
。

　
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
　
時

　
１１
月
２６
日
（水）

　
１５
時
〜
１６
時
３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
会
議
室
１

演
　
題

「
宿
毛
の
辻
々
に
た
た
ず
む
歴
史

と
風
土
」

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

　
宿
毛
歴
史
館
職
員

事
前
申
込
み
・
参
加
料

　
不
　
要

※
現
地
散
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
毎
回
１
話
完
結
の
講
座
で

す
の
で
、
予
定
、
演
題
に
あ
わ

せ
て
参
加
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

講
座
を
開
催
し
ま
す

講
　
師

　
森
尾
靖
子
さ
ん

　
（
高
知
お
は
な
し
の
会
）

日
　
時

　
１１
月
１５
日
（土）
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

　
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

浜田の泊り屋

■
き
に
な
る
と
も
だ
ち

降
矢
な
な
　
絵
／
内
田
麟
太
郎
作

偕
成
社

■
し
ゃ
っ
く
り
１
か
い
１
び
ょ
う

か
ん

〜
こ
ど
も
の
た
め
の
じ
か
ん
の
ほ
ん
〜

ケ
イ
デ
ィ
　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
　

デ
ン
ト
ン
　

え

ヘ
イ
ゼ
ル
　
ハ
ッ
チ
ン
ス
　
さ
く

福
音
館
書
店

■
キ
ツ
ネ

竹
田
津
実
　
文
・
写
真

ア
リ
ス
館

■
ね
む
り
の
は
な
し

ウ
ェ
ン
デ
ィ
　
ワ
ト
ソ
ン
　
え

ポ
ー
ル
　
シ
ャ
ワ
ー
ズ
さ
く

福
音
館
書
店

　
夜
、
寝
な
い
で
ず
っ
と
遊
ん
で

い
ら
れ
た
ら
い
い
な
っ
て
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
で
は
、

ず
っ
と
寝
な
い
で
起
き
て
い
た
ら
、

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？
子
ど
も

た
ち
を
興
味
深
い
「
か
が
く
」
の

世
界
に
案
内
す
る
本
。

■
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
と
行
く
「
源

氏
物
語
」
こ
こ
ろ
の
旅

家
庭
画
報
編
集
部
編

世
界
文
化
社

　
誕
生
か
ら
１
０
０
０
年
も
の
長

き
月
日
を
経
て
、
今
な
お
読
み
続

け
ら
れ
て
い
る
紫
式
部
の
「
源
氏

物
語
」
。
こ
の
名
著
を
現
代
語
訳
し

た
瀬
戸
内
寂
聴
が
、
京
都
に
残
る

物
語
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
り
歩
き
、

物
語
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

■
図
解
よ
く
わ
か
る
人
材
派
遣

〜
派
遣
会
社
・
派
遣
社
員
・
派
遣

先
会
社
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
立

っ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
！
〜

土
屋
留
美
・
小
川
直
子
著

ナ
ツ
メ
社

■
い
つ
も
目
標
達
成
し
て
い
る
人

の
読
書
術

丸
山
純
孝
　
著

明
日
香
出
版
社

■
シ
ミ
ぬ
き
大
事
典

〜
重
曹
酢
石
け
ん
〜

デ
ボ
ラ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
著

　
佐
光
紀
子
　
訳

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

■
新
・
介
護
食
レ
シ
ピ

〜
食
べ
る
喜
び
を
〜

多
田
鐸
介
　
著

斉
藤
一
郎
監
修

阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
ぐ
る
ぐ
る
う
ず
ま
き

三
輪
一
雄
　
作
・
絵

偕
成
社

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット
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〒788－0021 宿毛市池島961番地20
TEL･FAX（0880）65－6071　定休日：日曜・祝日貘要工務店KANAME

蘢ホームページアドレス
http://www.gallery.ne.jp/̃kaname/

　「大工殺すにゃ刃物はいらぬ
　　　　　滴く雨でも降ればいい」
　台風一過晴天の秋風、満を期して４ＷＤの妹背
号で初登頂が目前でスリップ。５人で押してもに
っちもさっちも…　心配無用！頂上にユンボがある。
ところがユンボもすべって立ち往生。
さすが妹背山ユンボも食うてしもうた。

間もなくお昼
仕事始めどころか晩までに皆無事で家まで帰
り着くか　島の方々のチームワークのよさは
周知のとおり。
イノシシまで妹背号トラックの後ろで応援。
　さすが－沖の島。

孤闘 の妹 背 山

電話 65－0005

定
員
4
名

　福祉タクシーで行く、日切りの地蔵さん参拝と祓川
温泉、出井おうけつ巡りのプチ旅行（費用は格安です）
はいかがですか。詳しくはお問い
合わせください。（日、祝・要予約）

ひまわりタクシー
宿毛市高砂／代表  古田  豊年／許可番号  四運自旅第983号

福祉タクシー（弱者・障がい者に喜びを）

 参拝・入浴等のお手伝いは無料
でさせていただきます。

工
　
　
　
　
芸

作
品
名

結

ぼ

る

　
　
裕
子

ほ
う
づ
き

小
島
洋
子

ま
つ
り
の
日

溝
渕
泰
史

願

野
村
愛
子

月

光

桜

片
岡
規
光

嘯

風

山
下
か
お
り

（
香
蘭
）

兄

妹

萩
本
た
か
子

好

き

川
田
紀
典

つ
ぼ
と
パ
プ
リ
カ

頼
田
和
子

陽

炎

二
神
興
亜

霓

島

詩

松
金
八
重
子

（
紅
玉
）

夕

照

澤
田
雛
子

熊
岡
実
恵
子

想

山
本
修
市

娘

門
田
み
つ

熱

闘

清
家
壽
申

和
歌
一
首

澤
田
カ
ヨ
子

暮
れ
る
頃

宮
闢
　
　
格

山

桜

近
藤
恵
美
子

（
恵
雨
）

雨
の
日
新
緑

ざ
わ
め
く

山
本
修
代

晴

樹

嶋

布
滋
子

（
　
月
）

ほ
う
づ
き

小
島
洋
子

浜
辺
の
風
景

田
村
久
美
子

霏

森
下
智
恵
子

月

光

桜

片
岡
規
光

天
然
石
硯
１

追

想

備
前
風
の
つ
ぼ

山
崎
和
夫

富
岡
美
香

柴

岡

和

恵

小

島

武

子

フ
ラ
ン
ス
刺
繍
ゴ
ッ
ホ

の「
ひ
ま
わ
り
」
模
写

７
０
０
年
の
大
樹

も
未
来
を
思
う

特

選

特

選

特

選

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

ほ
う
状

新
人
賞

氏
　
名

作
品
名

氏
　
名

作
品
名

氏
　
名

作
品
名

氏
　
名

作
品
名

氏
　
名

日
　
　
本
　
　
画

洋
　
　
　
　
画

書
　
　
　
　
道

写
　
　
　
　
真

宿
毛
市
美
術
展
覧
会

表
彰
式

　
１０
月
１４
日
（火）
、
第
４４
回
宿
毛
市

美
術
展
覧
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
工
芸
・
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

写
真
の
５
部
門
に
１
５
６
名
、
２

０
３
点
の
出
品
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
審
査
員
に
よ
り
、
別
表
の
と

お
り
受
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
新
た
に
、
尾
闢
和

美
氏（
洋
画
）・
中
平
勝
喜
氏（
同
）・

三
好
好
子
氏
（
同
）・
柴
岡
貴
文
氏

（
書
道
）・
中
川
照
子
氏
（
同
）・
能

津
陽
子
氏（
同
）・
野
口
洋
子
氏（
写

真
）
の
７
名
が
無
鑑
査
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
　
　
裕
子
氏
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
「
宿
毛
茶
道
清
和
会
」
、「
宿
毛

華
道
協
和
会
」
の
皆
さ
ん
に
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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私たちは、関東エリアで２ヶ所の介護施設をオープンします。そのため、宿毛市にご縁
のある方を、職員として一人でも多く採用したいと考えています。
関東に住んでいる方で、やる気のある方、また、都会でしばらく働いて、将来は平田町
の施設へＵターン希望の方も大歓迎です。

関東エリアで介護施設をオープンします！関東エリアで介護施設をオープンします！関東エリアで介護施設をオープンします！

■特別養護老人ホーム「横浜よさこいホーム」
　H22年春オープン予定(140床)
　神奈川県横浜市緑区北八朔町
　【連絡先】平田町 「豊寿園」
　TEL.66-1188（施設長・藤田まで）

■介護老人保健施設「とまりや」
　H21年４月オープン予定(125床)
　埼玉県越谷市谷中町4丁目
　【連絡先】平田町 「筒井病院」
　TEL.66-0013（事務長・上村まで）

ちょっと都会まで
まち

みませんか？

将来こっちへ

１１
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

で
す

　
社
会
保
険
庁
で
は
毎
年
１１
月
６

日
〜
１２
日
を
「
年
金
週
間
」
と
定
め
、

皆
さ
ん
に
年
金
制
度
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民
の

一
人
ひ
と
り
が
年
金
を
身
近
で
大

切
な
も
の
と
し
て
考
え
、
公
的
年

金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く

認
識
し
、
年
金
行
政
に
つ
い
て
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
年
金
制
度
へ
の
参

画
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
加
入
記
録
の
提
供
や
年
金

相
談
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
の
年
金

権
を
確
保
す
る
た
め
に
公
的
年
金

制
度
の
加
入
意
義
や
保
険
料
の
納

付
義
務
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
対
策
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
公
的
年
金
制
度
は
「
世
代
と
世

代
の
支
え
あ
い
」
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
本
人
の
納
め
た
保
険
料

分
だ
け
で
は
、
と
て
も
現
在
の
受

給
者
の
年
金
額
は
ま
か
な
い
き
れ

ま
せ
ん
。（
宿
毛
市
の
現
在
の
老
齢

基
礎
年
金
だ
け
で
受
給
権
者
数
は

約
六
千
人
、年
金
額
は
約
四
十
億
円
）

年
金
は
、
現
役
世
代
の
納
め
る
保

険
料
が
今
の
高
齢
者
を
支
え
、
い

ず
れ
は
現
役
世
代
も
今
の
子
ど
も

た
ち
の
世
代
に
支
え
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
年
金
を
身
近
で

大
切
な
も
の
と
し
て
、
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
も
国
民
年
金
の
額
を

増
や
し
ま
せ
ん
か
？

○
付
加
年
金

　
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
に
は
、

付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
定
額
保
険
料
（
１
４
、

４
１
０
円
）
に
加
え
、
付
加
保
険

料
（
４
０
０
円
）
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
に
付
加

年
金
が
加
算
さ
れ
る
制
度
で
す
。

受
給
額
は
２
０
０
円
×
付
加
保
険

料
納
付
月
数
で
計
算
し
ま
す
。
た

と
え
ば
、
１０
年
間
（
１
２
０
月
）

付
加
保
険
料
４
８
、０
０
０
円
を
納

め
る
と
、
基
礎
年
金
額
に
付
加
年

金
額
２
４
、０
０
０
円
が
加
算
さ
れ

終
身
の
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

な
お
、
付
加
年
金
は
物
価
の
ス
ラ

イ
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
加
入
で
き
る
の
は
第
一
号
保
険

者
の
み
で
、
第
三
号
被
保
険
者
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
一

号
被
保
険
者
で
も
国
民
年
金
基
金

加
入
者
は
加
入
で
き
ず
、
加
入
と

辞
退
は
申
し
出
に
よ
り
ま
す
。
定

額
保
険
料
と
合
わ
せ
て
納
め
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
任
意
加
入
制
度
　

　
任
意
加
入
は
、
６０
歳
ま
で
に
２５

年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な

い
方
や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た

し
て
い
る
が
、
未
納
期
間
が
あ
る

た
め
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
に
な

ら
な
い
方
が
、
申
し
出
す
る
こ
と

に
よ
り
６０
歳
以
降
も
引
き
続
き
、

最
高
６５
歳
ま
で
国
民
年
金
に
任
意

で
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

４
８
０
月
以
上
は
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和
４０
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
、
６５
歳
ま
で
に

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ

た
場
合
、
７０
歳
ま
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
基
金
制
度

　
国
民
年
金
を
納
め
て
い
る
第
一

号
被
保
険
者
が
任
意
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
第
二

号
被
保
険
者
と
の
年
金
額
の
差
を

解
消
す
る
た
め
に
平
成
３
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
収
入
に

合
わ
せ
て
設
計
で
き
、
将
来
受
け

取
る
年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
高
知
県

国
民
年
金
基
金
（
電
話
０
８
８
―

８

８
５
―

２
５
２
５
）
へ
お
願
い
し
ま

す
。

※
い
ず
れ
の
制
度
で
も
全
額
所
得
税

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
月
の
年
金
相
談

幡
多
事
務
所
に
よ
る
出
張
年
金
相
談

　
１１
月
４
日
（火）
・
１８
日
（火）

　
１０
時
〜
１５
時
（
昼
休
み
を
除
く
）

　
場
　
　
所
…
宿
毛
市
役
所

　
受
　
　
付
…
市
民
課
年
金
係

　
受
付
時
間
…
８
時
３０
分
〜

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、
特
別

便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送
ら
れ
て

き
た
書
類
一
式
、
認
め
印
、
代

理
の
場
合
は
委
任
状
（
家
族
で

あ
っ
て
も
必
要
で
す
）
と
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
物
（
免

許
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
年
金
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２



広報すくも  2008.11澡

日
　
時

　
１１
月

１６
日

（日）

　
　
開
場
　

１８
時

　
　
開
演
　

１８
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
中
・
高
校
生
　
３
０
０
円

　
一
般
　
　
　
　
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
高
等
学
校
（
本
間
）

　
蕁
６
３
―

２
１
６
４

出
　
演

キ
ャ
シ
ー
・
ガ
ル
シ
ア

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ン
ジ

日
　
　
時

　
１２
月
８
日

（月）
　
開
演

１９
時

場
　
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

前
売
り
券

　
一
般
２
、０
０
０
円

　
学
生
１
、５
０
０
円

　
（
当
日
券
は
５
０
０
円
増
）

主
　
　
催

　
さ
く
ら
の
里
文
化
振
興
会

後
　
　
援

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
さ
く
ら
の
里
文
化
振
興
会
事
務
局

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

日
　
時
　

　
１２
月
７
日

（日）

　
 

１６
時
〜

１８
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
１
、５
０
０
円

主
　
催

軽
音
楽
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス

プ
レ
ス

共
　
催

　
ひ
か
り
共
同
作
業
所

日
　
時

　
１２
月
７
日

（日）
　
９
時
〜

１７
時

　
　
　
８
日

（月）
　
９
時
〜

１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ワ
イ
エ

入
場
料

　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
支
部
長
　
光
内
　

豊
容

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
３
６
８

後
　
援

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
イ
シ
ザ
キ
宿
毛
音
楽
教
室

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

フィリップ
（ピアノ）
フィリップ

（ピアノ）
ガルシア

（ヴォーカル）
ガルシア

（ヴォーカル）

第9回

「宿毛湾だるま夕日」及び

「宿毛の四季」
フォトコンテスト作品募集中

　幻想的な宿毛湾のだるま夕
日や、宿毛の四季折々の自然
等に関する作品を広く募集し
ています。両部門とも多くの
皆さんのご応募をお待ちして
います。

【申し込み・問い合わせ先】
　商工観光課
　蕁６３―１１１９

撮影地
　宿毛市内
締　切
　平成２１年２月１８日（水）
主　催
　譖宿毛市観光協会

11
月
・
12
月
の
催
し
物

宿
毛
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

第
18
回
定
期
演
奏
会

ひ
か
り
共
同
作
業
所
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

譛
小
原
流
幡
多
支
部
い
け
ば
な
展

花
の
輪
・
人
の
輪
　
み
ん
な
の
花
展

国
際
交
流
 

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト



澤

　
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
実
技
指
導
か
ら
陸
上
競

技
「
跳
ぶ
」
に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
　
時
　

　
１１
月
２４
日
（月）
　

１０
時
〜
１２
時

講
　
　
師
　

　
小
松
　
隆
志
　

氏

内
　
　
容
　

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
陸
上
競
技
「
跳
ぶ
」

に
つ
い
て

・
準
備
運
動
に
つ
い
て
　

・
助
走
の
仕
方
　

・
助
走
距
離
の
決
め
方

・
踏
み
切
り
に
つ
い
て
　

・
空
間
動
作
（
反
り
跳
び
、
挟
み
跳
び
）

・
着
地
姿
勢
　

・
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
具
体
的

練
習
方
法

参
加
対
象

・
市
内
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
の
指
導
者
　

・
小
学
生

参
加
費
　
無
　
料

場
　
所
　

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
　
陸
上
競
技
場

※
雨
天
の
場
合
は
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
　
市

民
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
行
い
ま
す
の
で
、
上

履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
１１
月
２１
日
（金）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ『
ス
ポ
レ
ク
す
く
も
』

少
年
少
女
陸
上
教
室
参
加
者
募
集

行
　
　
　
事
　
　
　
名

時
　
間

場
　
　
　
所

問
い
合
わ
せ
先

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

環
　
境
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
6
9
7

企
　
画
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
8

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

宿
毛
工
業
高
校
　
蕁
6
6
｜

0
3
4
6

生
涯
学
習
課
　
蕁
6
3
｜

3
3
9
4

生
涯
学
習
課
　
蕁
6
3
｜

3
3
9
4

坂
本
図
書
館
　
蕁
6
3
｜

2
6
5
4

市
役
所
 

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

8
時
30
分

8
時
30
分

9
時
30
分

8
時
30
分

10
時
30
分

19
時
30
分

17
時
30
分

16
時

8
時
30
分

開
催
日

1（
土
）

4（
火
）

5（
水
）

2（
日
）

3（
月
）

8（
土
）

9（
日
）

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

福
祉
事
務
所
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
4

各
保
育
園

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

市
内
　

各
保
育
園

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

中
学
四
国
野
球
大
会
予
選

幡
多
地
区
中
学
校
駅
伝
大
会

宿
毛
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
球
技
大
会

第
2
回
　

幡
多
地
区
陸
上
競
技
記
録
会

第
20
回
　

幡
多
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

第
31
回
　

西
日
本
１
部
　
幡
多
予
選
（
野
球
）

第
31
回
　

西
日
本
１
部
　
幡
多
予
選
（
野
球
）

第
36
回
　

宿
毛
市
芸
術
祭

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

西
南
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

宿
毛
市
政
功
労
・
善
行
者
表
彰
式

第
8
回
　

だ
る
ま
夕
日
び
ら
き

幡
多
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
53
回
　

高
松
宮
賜
杯
幡
多
予
選
（
野
球
）

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

宿
毛
市
戦
没
者
追
悼
式

モ
ラ
ロ
ジ
ー
女
性
１
日
セ
ミ
ナ
ー

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

19
時

10（
月
）

12（
水
）

16（
日
）

←
15（
土
）

13（
木
）

14（
金
）

宿
毛
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

9
時

9
時

9
時

9
時

9
時

9
時

9
時

宿
毛
市
野
球
場

宿
毛
市
野
球
場

宿
毛
市
野
球
場

宿
毛
市
野
球
場

市
役
所
　
税
務
課

市
内
全
域

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
視
聴
覚
室

10
時

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
ほ
か

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド

秋
沢
ホ
テ
ル
集
合

12
時

18
時

13
時

8
時
30
分

9
時

宿
毛
市
総
合

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

幡
多
地
区
中
学
校
女
子

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
〜
9
日
）

宿
毛
市
体
育
協
会

　
第
5
回
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

宿
毛
工
業
高
校

　
「
国
道
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　
講
師
・・
伊
藤
偵
之
（
医
学
博
士
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
）

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

　
講
師
・・
森
尾
靖
子
さ
ん
（
高
知
お
は
な
し
の
会
）

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

商
工
観
光
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
9

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

（
2
階
会
議
室
）

宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

蕁
6
3
｜

1
0
3
8

11
時

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

平
成
20
年
　
11
月



広報すくも  2008.11澹

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
※お昼休みも納付できます。

23（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：30～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
13（木）
27（木）

13
時

18
時
30
分

22（
土
）

24（
月
）

30（
日
）

宿
毛
幼
稚
園

宿
毛
市
総
合

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

宿
毛
高
等
学
校
　
蕁
6
3
｜

2
1
6
4

宿
毛
幼
稚
園
　
蕁
6
3
｜

2
9
1
4

高
知
県
立
宿
毛
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
第
18
回
　

定
期
演
奏
会

寒
蘭
の
里
　
と
さ
宿
毛
展
示
大
会

（
〜
23
日
）

第
4
回
　

高
知
く
ろ
し
お
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
ｉｎ
宿
毛

第
35
回
　

宿
毛
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

（
高
校
・
ユ
ー
ス
の
部
）

宿
毛
へ
ん
ろ
道
ウ
ォ
ー
ク

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ス
ポ
レ
ク
す
く
も

　
少
年
少
女
陸
上
教
室

16（
日
）

→
18（
火
）

19（
水
）

20（
木
）

23（
日
）

25（
火
）

宿
毛
歴
史
館
　
蕁
6
3
｜

5
4
9
6

難
波
プ
レ
ス
工
業
㈱

（
工
業
団
地
内
）

幡
多
福
祉
保
健
所蕁

0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

幡
多
福
祉
保
健
所

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

心
の
健
康
相
談

13
時
30
分

13
時
30
分

9
時
30
分

26（
水
）

27（
木
）

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

第
１
回
　

宿
毛
の
歴
史
講
座

15
時

9
時

22
日
　

9
時

23
日
　

8
時

9
時

9
時

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

市
　
内

筒
井
病
院

聖
ヶ
丘
病
院

市
内
全
域

企
　
画
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
8

保
健
介
護
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
3

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

休
日
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

献
　
　
血

17
時
30
分

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

29（
土
）

楠
山
公
園
の
梅
の
木
誘
引
・
剪
定

人
権
作
文
発
表
会

人
権
啓
発
講
演
会

8
時
30
分

楠
山
公
園
ト
イ
レ
前
集
合

山
里
の
家
（
畠
中
）　
蕁
6
4
｜

7
0
3
7

市
役
所
 

税
務
課

9
時

幡
多
郡
中
学
校
相
撲
大
会

宿
毛
市
相
撲
場（
和
田
）

9
時

宿
毛
市
体
育
協
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

10
時

13
時

15
時
20
分

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

育
児
相
談

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

11
時

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

人
権
推
進
課
　
蕁
6
2
｜

0
2
2
5

松
岡
陽
一
 
蕁
6
6
｜

0
1
1
0

福
田
延
治
 
蕁
6
7
｜

1
7
7
8

13
時

10
時

7
時

9
時

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
「
定
例
相
談
日
」

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

総
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
1

保
健
介
護
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
3

市
役
所
 

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

10
時

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
　

蕁
6
3
｜

4
1
9
7

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

通
学
路
安
全
の
日

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
日

献
　
　
血

19
時

　

4（
木
）

　

6（
土
）

12月

1

高知競馬公式ホームページ 〈ホームページアドレス〉 http://www.keiba.or.jp  〈i-modeアドレス〉 http://www.keiba.or.jp/i/

高知けいば

納期限

（月）1212
1

固定資産税 4期

国　保　税 5期

介護保険料 5期

後期高齢者医療保険料 5期

1、2、8、9、14、16、23、24、28、3011月

13、14、20、21、23、3112月

行　政 スポーツ 文　化 福　祉



濆

..........................................................................................................................................................................................................................................
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実 施 場 所 受 付 時 間日

19（水）

20（木）

13：00～14：30

15：20～17：00

19：00～12：00

筒 井 病 院

聖 ヶ 丘 病 院

難 波 プ レ ス 工 業 ㈱
（高知西南中核工業団地内）

11月の日程

　高知県難病連の医療福祉相談会を開催します。
病気のことや福祉のことなど、この機会にご相談くだ
さい。

日　　時
　１２月７日（日）
　受　付　１２時３０分～１４時　
　相　談　１３時～１５時
場　　所
　四万十市立中央公民館　２階大ホール　
申込期限
　１１月２５日（火）

できるだけ事前に申し込みをお願いします。
当日も受け付けますが、相談会で知り得た個人情報
については秘密厳守、他の目的での使用はいたしま
せん。

【申し込み・問い合わせ先】
　高知県幡多福祉保健所

　薑０８８０－３４－５１２４　薨０８８０－３５－５９８０

相談にのってくださる先生方
　消化器内科　一森　俊樹　先生（くろしお病院）
　神経内科　　中澤　宏之　先生（南国病院）
　整形外科　　吉井　一郎　先生（吉井病院）
　内　　科　　三宅　　晋　先生（島津病院）
　眼　　科　　小島　善治　先生（こじま眼科）
　見えない・見えにくい人に対する生活相談・教育相談
　　吉野　由美子　先生（高知女子大学）
　　金平　景介・別府　あかね　訓練士（県身連）
　　県立盲学校職員
　福祉相談・歯科相談
　　県幡多福祉保健所担当
＊目の不自由な方の生活便利グッズ（ルミエールサロン）展示！

　学校教育法及び学習指導要領の「幼稚園教育要領」
に基づき、「生きる力」の基礎を培うため、心の教育
を重視して、小学校教育につながる幼児教育を行いま
す。広い園庭と自然環境に恵まれた本園では、健康で
豊かな感性を育み、自立心と自律心を育てることを目
指しています。

☆外国人講師による「英語で遊ぼう」や体育専門講師
による「運動遊び」や「リトミック」等も取り入れ
ています。

☆就労に関わらず、預かり保育を実施しています。
　（８：００～受け入れ、１８：００まで預かり）
☆長期休業中及び短縮保育中も預かり保育実施。
☆完全給食・園バス有り。
☆保育参観できます。

体験入園・園概要説明会
　１１月１８日（火）９：３０～１１：３０
「英語で遊ぼう」の見学ができます。お気軽にご参
加ください。
※体験入園に参加希望の方は、１１月１３日（木）
までに、お電話ください。

募集人員
【宿毛幼稚園】
　５歳 児（Ｈ．１５．４．２～Ｈ．１６．４．１生 ）２０名
　４歳 児（Ｈ．１６．４．２～Ｈ．１７．４．１生 ）２０名
　３歳 児（Ｈ．１７．４．２～Ｈ．１８．４．１生 ）３０名
【聖ヶ丘保育園】
　２歳 児（Ｈ．１８．４．２～Ｈ．１９．４．１生 ）１６名
　０歳 児（ 生 後６ヶ月～ ）・１歳 児 　 若 干 名
　（認定こども園 申請中）

出願方法
１０月２７日（月）より、宿毛幼稚園事務室にて願書を
配布します。
受付期間
　第１次　平成２０年１１月５日（火）～平成２１年１月１６日（金）
　第２次　平成２１年２月２日（月）　以降
面 接 日
　平 成２１年１月２４日（土）　９：３０～

【申し込み・問い合わせ先】　　
　宿毛幼稚園　蕁６３－２９１４

　市民の皆さんには献血にご理解とご協力をいただき、
まことにありがとうございます。
　右記日程により献血を実施いたしますので、一人で
も多くの皆さんのご協力をお願いします。

【問い合わせ先】保健介護課保健衛生係　蕁６３－１１１３

献血バスがやってきます！

第３４回　難病医療・福祉相談会　in　四万十

宿毛幼稚園・聖ヶ丘保育園　平成２１年度　園児募集
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犬の引取り

場 　 所 引 取 時 間日
12（金）
19（金）

10：10～10：20
10：10～10：20

宿 毛 市 役 所
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

1（月）
5（金）
16（火）
18（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
小筑紫基幹集落センター
西 町 公 会 堂

母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

10（水） 12：30～13：30宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［パパ・ママスクール］

19（金） 18：30～20：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー
場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

24（水） 13：00～14：00宿毛市総合社会福祉センター

成人保健

場 　 所 実 施 時 間日
1（月）

4（木）

5（金）

10（水）

11（木）
12（金）
15（月）
18（木）

13：30～15：00
19：30～11：00
13：30～15：00
18：30～11：00
19：00～10：00
11：30～14：00
13：30～15：00
18：30～11：00
13：30～15：00
11：30～14：00

中 角 集 会 所
大 海 老 人 憩 の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
古 屋 野 老 人 憩 の 家
弘 瀬 老 人 憩 の 家
湊 集 会 所
旧 鵜 来 島 小 中 学 校
大 島 公 民 館
沖の島開発総合センター

［健康相談］

●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とし
た簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

健康相談はどこでも受けることができます。検診はどこでも受けることができます。
●平成20年度実施の健康診査等の申込みをされていない方
は、実施日までに早めに保健介護課まで申し込みください。

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん検診（マンモグラフィ）］

3（水）
4（木）
11（木）

人数制限があるため予約
制です。受付時間は個人
通知でお知らせします。

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
〃
〃

［大腸がん検診］

場 　 所 集 合 時 間日

1（月）

2（火）

12（金）

16（火）

10：00
14：00
10：00
14：00
　9：00
10：00
14：00

宇 須 々 木 公 民 館
西 町 公 会 堂

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

旧 鵜 来 島 小 中 学 校
東 部 支 所
東部農村環境改善センター

このページに関するお問い合わせは…
保健介護課　蕁６３－１１１３

12 月 の 保 健 事 業
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